
補正予算の規模

補 正 額 ５３億６９百万円

補 正 後 予 算 額 ６，８４７億３７百万円

○

○

（うち新型コロナウイルス感染症対策

（うち新型コロナウイルス感染症対策

２５億８１百万円）

６３９億５９百万円）

補正予算の歳入財源

国 庫 支 出 金 ３６億８９百万円○

繰 入 金 ３億５５百万円○

県 債 １３億２５百万円○
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令和３年度11月補正予算案の概要
（令和３年度一般会計補正予算（第16号））



当初予算

４月・５月・６月補正

８月・９月補正

本県における新型コロナ対策の取組（令和３年度）

４月・５月・６月補正

当初予算 予算額：２０４億円県民の命と健康を守るとともに、本県の新たな成長に向けた対策

予算額：224億円第４波を踏まえた緊急対策・経済対策

感染者入院受入病床、軽症者用宿泊療養施設の確保

PCR検査等の体制強化

県産品の応援消費促進、フードビジネス支援

デジタル化推進、教育相談体制確保 など

水際対策の強化（県外往来者のPCR検査支援）

ワクチン接種の加速化（市町村の体制強化支援）

安全・安心な飲食店づくり（ひなた飲食店認証制度の導入） など

県民県内旅行の促進（ジモ・ミヤ・タビキャンペーン）

県内中小企業への支援（新事業構築支援）

予算額：１８６億円第５波（まん延防止等重点措置の適用）を踏まえた緊急対策・経済対策

軽症者用宿泊療養施設の追加（150室）確保

重症化予防センターの設置

１１月補正（案） 予算額：26億円県内の実情を踏まえた生活支援・感染症対策の更なる強化

生活困窮者支援（生活福祉資金貸付金の特例貸付）

春季プロスポーツキャンプの受入強化（有観客での実施を見据えた感染症対策・県内周遊の促進） など

２

介護事業所等における感染防止対策

営業時間短縮要請に伴う協力金

県内事業者への緊急支援（支援金10万円支給） など
（自宅・宿泊療養者に対する抗体カクテルの投与等の実施）



１１月補正予算案の主な事業

○ 生活福祉資金貸付金（福祉保健課） 2,390,000千円

生活資金を必要とする方に対する生活福祉資金の特例貸付に必要な原資等を
宮崎県社会福祉協議会に支援

○ 介護・障がい福祉施設等の感染防止対策支援事業 （長寿介護課・障がい福祉課）

○ 59,129千円

介護サービス事業所や障害福祉サービス事業所等が実施する感染防止対策を支援

○ 春季プロスポーツキャンプ受入強化事業（観光推進課） 119,660千円

来春における県内プロスポーツキャンプの有観客での実施を見据えた感染症対策や
観光客の県内周遊促進を支援

新型コロナ対策以外

○ 宮崎海洋高等学校進洋丸代船建造事業（高校教育課） 1,663,125千円

老朽化した宮崎海洋高等学校の実習船「進洋丸」の代わりとなる新船を建造

○ 災害関連緊急治山事業（自然環境課） 900,000千円

宮崎市内海（磯平地区）における災害関連の緊急治山事業を実施

公 共 事 業

新型コロナ対策

３



被災状況

災害関連緊急治山事業（令和3年度）

山腹工事
・事業費：900,000千円（補助率：国2/3、県1/3）

宮崎市内海（磯平地区）災害関連緊急治山事業

11月補正予算（案）

現地視察（9月23日）

い そ び ら ４

［主な工事内容（検討案）］

・吹付法枠工
・ロープ伏工
・モルタル吹付
・小段排水

施工イメージ



○ 経済対策・県民の生活支援については、目下、既定事業の早期執行により対応しているが、

国の新たな経済対策を踏まえ、柔軟かつ機動的に県内の実情に応じた施策を展開。

（参考）経済対策の取組

現在の取組

今後の方向性

① ワクチン接種
11月中に県内でワクチン接種を希望する方への接種を終える見込み

② 安全・安心の環境づくり
ひなた飲食店認証制度の普及、PCR検査体制の強化
学校や介護福祉施設などにおける感染症対策の推進

③ 既定予算による経済対策・需要喚起

ジモ・ミヤ・タビキャンペーンや市町村と連携したプレミアム付商品券の発行

県産品の送料支援や学校給食への食材提供による応援消費の推進

５

○ あわせて、来年度当初予算においても積極的に事業を構築。


